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株式投資コラム

『スパークス 日本株長期投資のすすめ』

スパークスの株式投資、株式市場などに対する見方を紹介するコラムです。
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「 なぜ日本株か」

（注）本コラムは、マネックス証券Web-Site「マネックスラウンジ」の「マネックスメール」に掲載され
ている「スパークス・アセット・マネジメントの『SPARX Way』」をもとにスパークスが作成した

ものであります。また、上記は株式投資に関して理解を深めていただくためのものであり、特定の

有価証券を推奨しているものではありません

１１月１３日付けの「日本株長期投資のすすめ」では、中国やインドの潜在的な成長性についてお話し
しました。ここで当然、こういった国々の成長を取り込むのに、なぜわざわざ日本株に投資しなくてはな
らないのかという疑問がわいてきます。

この点について、以下の積極的な理由が挙げられます。一点目、日本には世界に誇れるモノづくり技術
があります。これまで自動車産業などにおいて日本の高品質で壊れにくい、かつ低燃費な車が世界的に認
められてきました。またソニーや松下の家電製品や、キャノンの高機能カメラやオフィス機器、TDKの磁気
テープや電子部品などが世界のトップとなったのは主に８０年代のことでした。私どもは、これに続く企
業群がまだまだ日本に存在すると感じています。例えば、ランニングシューズのアシックス、紙おむつ・
生理用品のユニチャーム、金型部品製造のミスミなど、広義でいう日本のモノづくりが実力を発揮し、世
界に飛躍できると考えているのです。特にアジア圏に住む２０～３０億人の生活水準が向上するにつれ、
特定の分野における日本製品は大きな需要が見込まれるのではないでしょうか。

二点目に、日本株が他のアジア株と比較して割安であるという点です。例えば成熟経済である日本と成
長途上にある中国では、株式市場の評価のされ方が大きく異なります。中国の現時点における市場環境を
イールドスプレッドという指標でみてみると、リスク資産である株式よりも安全資産である債券のほうが、
より高い利回りで購入できることを示唆しています。つまり、成長の著しい中国では多くの銘柄が、今後
の高成長期待から実態価値以上に株価が押し上げられている可能性があるわけです。

一方、日本は世界の株式市場のなかで昨今の上昇率がもっとも鈍いことからもわかるように、将来の成
長力の乏しさを悲観して外国人投資家だけでなく国内投資家からも敬遠されている傾向にあります。ここ
でバリュー投資家としての逆バリ的発想が生きてきます。日本の株式市場には３０００社以上の企業が上
場していることを忘れてはいけません。全ての企業が一緒くたに評価されなくてはならない理由はどこに
もなく、むしろ真の成長銘柄が割安に放置されている可能性があるのです。そして、これがアジア新興国
を中心とした世界経済成長を、日本株を通じてとりこむチャンスなのではないでしょうか。


